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　今一つ攣り種は，花山から日食に行ったSteinheil鏡（D　200mm，　F　o「　OOcm）の代

用鏡を，年末より年始にかけて作った・痙209mln，厚サ32mmのChanceのCast　disk

を使用したが，Fは，故中村氏の使用して居た13Cnl球面計が使用し難く，臼有の6・5

cmのもので行つ：一三めに，非常に困り，3回据り直．して，　F　496clnに迄したが，恐ろ

しい事には，整形中，3cmもFが短かくなって1結局493cmのものが出來た・鏡面は

Steinheilと同異，梢々負修正になったが，しかし，幾分少ない心積で，中央1（は山も

穴も蔑さなかったけれど，栢く軽微なRingが出來た様であった・fは25に近いもの

で，testが氣流に邪魔され，充分な事が幽來なくて、弱った・猫，この様なものを作

った結果，長灘占のC…na－9・aphの如きものを作る爲めの大きな三一を得た・1936年

の日食のため，相當なものを作る心積の自分には，非常に有盆な仕事であったことを

喜んで居る・

　其他，近くそろそろ大口編出へ手を出したく思って居る・この方面の丈献は殆んど

ないため，掲自で開拓せねばならな）・黒占が多）・・現在，花山にある研磨器械が果して

D50cm以土に向くかどうか？　臼分は今少し運韓に封して疑問があるが，初め2，3

面は駄目の蜷悟で掛ll　1早く60cm級のものに寂する自信を持ち融く思って居る・

　猫ほ會員相互の器械に封ずる便宜を考へて居る當課では，面分も或る種の観測器械

の交換希望を持って居るし，今，當吉際の有力主取の方で自用13cm　Calver作の姿付

M・unting共になるべく15cm級の出村鏡付のM・unting（双方とも西村工作）との交換

を希望されて居る・此の13cm鏡は今後では入手が絶筆不能の名大家の作品で，長尻

黙を利用して遊星面の襯勲等に有力な器械である・希望者は一磨，童画の木邊宛に御

申込願ひ度い・（上記の條件は紹醤でな）・，故に，色々の1，Eiで御相申上る）
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　　主　　　　　　題

反射望遠鏡の種類

設計の規準
接眼レ　ンズ
接眼レンズの性能と倍牽
製　作　準　備
同　　上　（2）
摺　り　作　業
鏡　面　研磨
槍査の原理
整　　形　（2）
同　　上　（3）

星　像検査
奇物線鏡につ）・て

鏡形と温度攣化の關係

諸検査法鏡　の　材　料
鏡製作について
46Cmカルゾ1鏡
故カルV“　1氏の追憶
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